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	織田作之助賞受賞作一覧　（1984～2022年）
	1983年10月26日　織田作之助賞(公募、新人対象)創設
	●第1回から第22回

	2005年、賞を改定し、織田作之助賞と織田作之助青春賞の二本立てに
	■織田作之助賞(推薦)受賞作一覧
	●第23回から既刊の単行本（ジャンルは小説、評論、エッセー）対象
	2006年　第23回 柴崎友香　『その街の今は』
	庄野至　『足立さんの古い革鞄』
	2007年　第24回 西加奈子　『通天閣』
	小玉武　『「洋酒天国」とその時代』

	■織田作之助青春賞(公募)受賞作一覧
	●第23回から織田作之助のデビュー年齢と同じ24歳までの新人対象

	■織田作之助U-18賞(公募)受賞作一覧
	2014年、青春賞に付随して中学・高校生を主とした18歳までの賞を新設
	2019年より、青春賞と合併し、18歳以下の優れた作品は奨励賞として顕彰


